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Joint Statistical Meetings 2016 参加報告 

 

 発表者は、本年 8月にアメリカ・シカゴにて開催された Joint Statistical Meetingsに参加し

た。主に以下の 2セッションについて、得た知見を共有したい。 

 

Issues in Predictive Biomarker in Oncology Drug Development 

このセッションでは、バイオマーカー（効果予測因子）を利用したがん臨床試験のデザ

インの整理、およびそれらデザインで臨床試験を行ううえでの実践的な問題点が提示され

た（Sargent, D.）。また、そのような臨床試験データの解析方法に関して、近年発表された

論文の話があった（Simon, R., Lunceford, J.）。 

 

Recent Developments in Restricted Mean Survival Time 

このセッションでは、近年注目を集めている制限付き生存時間（Restricted Mean Survival 

Time）の歴史や最近の発展に関してレビューがあった（Karrison, T.）。その後、近年の発展

の具体例に関する発表があった（Uno, H., Zhang, M.）。 
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